
















































































区 分 用途 器　　　　　　　　　　種
供膳 食膳 碗・皿・鉢・猪口・杯・段重，水注・小壷（瓶）・塩壷，散蓮華・箸置など
食
酒茶
飯酒
喫茶
盃・盃洗・銚子・徳利，燗徳利・ちろりなど
天目茶碗・茶入・水指・茶壷・茶釜・風炉，湯呑茶碗・土瓶（急須），花入など
器 煮炊 鍋・釜・行平・焙烙・恨炉（七厘）など
厨房 調理 揺鉢・卸し皿など
貯蔵 甕・壷（瓶）など
喫煙 火入・灰吹など
宗教 花瓶・香炉・仏飯器・線香立，狛犬・御神徳利など
暖火 灯明皿・燭台・油壷，瓦燈・火鉢・火入・火消壷・十能など
文房 陶硯・硯屏・筆立・水滴など
奢
化粧 紅皿・髪盟・髪油壷，鉄奨杯・漱碗・お歯黒壷など
修
遊戯 人形・各種ミニチュア・泥面子・碁石など
器
植栽 植木鉢など
飼育 餌皿など
瓦埠
その他 手洗鉢，漫瓶，蚊遣りなど
近世土器，陶磁器の分類は，それ以外の器質（金属器・漆器など）の生活財とともに生活様式を構
成するとの視点から，社会的機能と場によって，食物を貯え，調理し，飯食するための用器と関連
用器（「食器」），それ以外の用途をもつもの（「奢修器」）に大別し，主要器種を網羅した。（井汲
隆夫「江戸遺跡検出のやきもの分類」『細工町遺跡』　別冊1新宿区厚生部遺跡調査会　1992，桝渕
規彰「近世陶磁器・土器類の分類に関する考察」『研究紀要2　かながわの考古学』神奈川県立埋
蔵文化財センター　1997などを参考に作製）
は文献史料によって直接工人を招寄したことが確認できるばあいなどに限り，生産技術「系」として用
いたばあいもあり，統一的に処理されていない。②瀬戸焼（愛知県）と美濃焼（岐阜県）は識別できな
いばあいは，愛知県（瀬戸）に編入した。
〔成形〕「醜櫨作り・紐穂櫨作り・型作り・鞭轄型作り・板作り・手捏ね・その他」に区分した。①「擁櫨
作り」はいわゆる鞭櫨水挽き成形，「型作り」は肥前系磁器の「型打」，「糸切り細工」などの単一成形
技術，「紐醜櫨成形（中・近世の無粕陶器・甕壷類など）・醜櫨型作り」は複合成形技術である。②「板
作り」はいわゆる「タタラ作り」で，箱物の成形技術である。③「手捏ね」は，普通古代の祭祀土器の
ような粗製の一過性の土器について使用されるが，ここでは「楽系」など紐作りと連動した醜櫨を用い
ない成形技術を包括した。
〔法量〕①蓋物のみ「総高」と上段の「蓋」に数値を記入した。②平面が方形・長方形などの物は，「総
長」に長辺×短辺の数値を記入した。③破損した個体の数値は（）に入れ，復原値は「復」を冠し
た。
〔銘文〕①「種類」は，「本体・共箱」とした。②「部位」は，本体は「鉦・口縁端・頸部・体部・底側・
外底・内底・その他」とし，「外底」以外の部位は内面に限り「胴内」などと略記した。③箱銘の「部
位」は，「蓋表（裏）・体外・外底・その他」とした。③「手法」は，焼成前の「刻書・刻印・染付・鉄
絵・色絵・その他」と，焼成後の「刻書・墨（朱）書」に区分した。④「紀年」は，「和暦（西暦）○月
○日，干支」，年号のみで暦年を欠くばあいは，当該年号の末尾にまとめた。干支のみのばあいは，「○
○年から○○年と推定」とした。⑤「銘文」は，改行を「／」で仕切り，部位を変えて記銘したばあい
は原則として改行した。漢字銘は，原書体の保持に努めたが，偽体・異体文字などは常用漢字をあて
た。記入者銘などで判読可能な「書銘・印銘」は，「「永楽」（花押）」，「「永楽」（印銘）」のように記し
た。
〔来歴〕「伝世・発掘・採集・その他」に区分した。
〔1日保管者・遺跡〕「伝世」で旧保管者が判明したものは旧保管者またはコレクション名，「発掘・採集」
は，遺跡名・調査年次・地点・遺構名・層序および所在地・種類（窯・武家屋敷・町屋・村落・城館・
寺院・墳墓・その他）を記入するように努めた。
〔保管〕遺物の保管者名は，原則として公共施設に限って記入し，個人蔵は「個人」とした。
〔文献〕「著者＋発行年（西暦）＋題目＋発行所」の順に記したが，『日本やきもの集成』1～11（平凡
社）は頻出するため略記した。
〔備考〕国・県・市指定文化財，紀年銘と製品の考古年代との不一致，紀年が暦文によるなど。
　本書第1部に収録したデータ・ベースのうち画像情報（写真・実測図）を転載されるばあいは，国立歴史
民俗博物館考古研究部へ連絡して下さい。
V
データ集成調査担当者一覧（敬称略）
北海道
青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県
茨城県
県
県
県
都
県
県
県
木
馬
玉
京
潟
山
川
栃
群
埼
東
新
富
石
福井県
山梨県
長野県
岐阜県
静岡県
愛知県
三重県
滋賀県
京都府
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
　
男
信
泰
靖
彦
夫
夫
誠
均
三
聰
浩
広
道
次
雄
一
秋
雄
久
健
之
夫
一
仁
久
司
久
祐
子
次
治
修
毅
宏
治
良
清
　
邦
正
利
　
　
勝
　
泰
雅
良
廣
秀
進
天
邦
照
　
隆
静
順
公
喜
順
喜
良
喜
鋭
利
　
裕
正
重
原
藤
野
沼
松
崎
類
村
尾
井
木
西
田
口
川
田
田
田
中
木
川
井
　
山
上
立
上
澤
場
本
田
澤
田
垣
木
田
工
昆
藤
小
川
大
飯
西
荒
鈴
大
塚
関
石
宮
平
藤
田
末
市
今
林
土
井
足
井
藤
野
谷
駒
松
秋
稲
鈴
V
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
徳島県
香川県
県
県
県
県
媛
知
岡
賀
愛
高
福
佐
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
沖縄県
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夫
佳
博
伸
之
裕
喜
稔
伸
史
史
魏
保
明
雄
晃
勇
徹
実
基
夫
彦
則
宏
二
郎
紀
之
彌
義
順
徹
協
一
史
多
明
　
典
信
久
　
　
貞
貞
　
貴
道
節
　
　
　
浩
　
明
敏
直
邦
康
芳
由
伸
達
重
宗
　
　
亮
榮
沼
内
槻
神
尾
口
田
槻
村
村
田
田
賀
西
藤
上
本
川
田
部
田
田
島
橋
辺
田
上
川
本
田
田
藤
迫
田
赤
堀
大
白
松
山
森
大
中
中
三
熱
目
上
伊
村
榎
山
豊
渡
岡
松
副
大
渡
鈴
村
下
坂
澤
菊
近
前
池
本書第1部のデータ・ベース中に引用したほかに，
を深謝します。
〔宮　城〕
〔埼　玉〕
〔東　京〕
〔富　山〕
〔石　川〕
〔岐　阜〕
〔愛　知〕
〔三　重〕
〔京　都〕
〔滋　賀〕
〔大　阪〕
〔奈　良〕
〔和歌山〕
〔岡　山〕
〔島　根〕
〔福　岡〕
〔佐　賀〕
〔長　崎〕
〔熊　本〕
〔鹿児島〕
下記の諸機関・各位より資料の提供などをうけたこと
畠山静子
尾崎泰弘
近藤壮（水府明徳会彰考館）
定塚武敏
石川県立歴史博物館
可児郷土歴史館（可児市教育委員会社会教育課）
小牧市教育委員会文化振興課，江崎武
山本雅靖，榎本義譲（朝田寺），朝日町歴史博物館
舞鶴市教育委員会社会教育課，京都市埋蔵文化財研究所
寿福滋
尾崎良史
大和文化財保存会，古瀬尭三
舟木佳代子
大島　泰（西寺真光院），邨田利夫，葛西美保子，里庄町教育委員会，八尾市歴史民俗資料館
田部美術館，津和野町教育委員会
高山慶太郎，須恵町歴史民俗資料館，福岡県立美術館
志田町歴史民俗資料館，今右衛門古陶磁美術館，小木一良
長崎市立博物館，諌早市教育委員会，野田敏雄
木下洋介
鹿児島県歴史資料センター黎明館
写真転載文献一覧
「日本やきもの集成」1～12（平凡社）01－004・－005，20－007・－012・23－053・－191・－215，16－001・－005・－007・－009・
－
010・17－012・－019・－025・－031・－035・－049・－052，　17－005・26－001・－005・－006・－011・－025・－031・－032・－039・－041・－042・
一
参01・一参04・一参08・一参10，24－002・－003・－005－022・25－023，27－006・－009・一参02・30一参08・一参09・一参10・一参11・一参
12・一参13・一参31・一参38・一参41，28一参04・32－008・－010・－011・－Ol3・－019，28－049・－067・34－001・－002，37－010・－014・
－037・38－Ol3・39一参01，41一参08・一参29・一参56・42一参01・一参・06，40－001・－009・－011・－015・46－012
「世界陶磁全集」6・9（小学館）13－004・26－004・－014・－030・－035・一参03・一参05’一参06，17－051・22－003
「伊万里の変遷」（小木一良著，創樹社美術出版）41－013・－017・－026・－027・－028・－029・－036・－037・－046・－047・－048・
－
053・－054・－058・－059・－063・－066・－071・－077・－079・－081・－088・－098・－99・－100・－103・－113・－114・－119・－124・－128・－129・
－
131・－138・－143・－146・－151・－155・－156・－157・－159・－175・－176・－179・－206・－208・－224・－226・－234・－235・－240・－244・
－
245・－256・－265・－266・一参01・一参02・一参03一参06・一参09・一参11・一参12・一参16一参17・一参18・一参19・一参21・一参22・一参23・
一
参24・一参25・一参26・一参27・一参28・一参30・一参34・一参35・一参38・一参39・一参42・一参45・一参46・一参49・一参52・一参62
「新集成伊万里」（小木一良著，里文出版）　41－023・－055・－086・－105・－136・一参04・一参05・一参13・一参31・一参32・一参33・一
参36・一参37・一参44
「越中のやきもの」（定塚武敏著，巧玄出版）　16－002・－003・－004・－006・－008
「肥前平戸焼読本」（野田敏雄著，創樹社美術出版）　42－003・－008・－036・一参02・一参07一参08
「伊万里」〈日本の美術157＞（矢部良明著，至文社）　41一参07・一参14
「乾山と京のやきもの展」（NHK・NHKプロモーション）26－007・－010・－034・－040・一参09
「乾山の陶芸」（五島美術館）　13－003・26－008・－009・－012・－013・－015・－016・－017’－018・－020・－022・－023・一参02
「蔵品図録・日本陶磁」（出光美術館）　26－Ol9
「所蔵品図録」（愛知県陶磁資料館）　30－024・37一参Ol・23－216・一参06・一参07・一参14一参16
「萬古焼展」（愛知県陶磁資料館）　24－026
「江戸時代を彩る御庭焼と御用窯の世界」（愛知県陶磁資料館）　23一参13
「瀬戸の染付磁器」（愛知県陶磁資料館）　23－238
vn
「瀬戸本業焼」（愛知県陶磁資料館）　23一参09・一参11
「名古屋のやきもの」（愛知県陶磁資料館）23－054・－167・－189一参15・一参17・一参22
「越中のやきもの」（愛知県陶磁資料館）　16－014
「加藤紋右衛門展」（瀬戸市歴史民俗資料館）23－203
「川本半助展」（瀬戸市歴史民俗資料館）23－246・一参23・一参25・一参26
「十七世紀に花ひらく御深井粕の陶器」（名古屋市博物館）　21－045・－078・－095・23－032・－042・－055
「城下町の文化名古屋のやきもの」（名古屋市博物館）　23－199・－250
「名古屋のやきもの豊楽焼」（名古屋市博物館）　23一参19
「犬山焼の精華」（犬山市文化史料館）23－202
「美濃桃山陶の系譜」（土岐市美濃陶磁歴史館）　21－010
「美濃の古陶」（光琳社）　21－107
「紀州陶磁図録」（楽只会）　30一参01’一参02・一参03・一参04・一参05・一参06・一参07・一参14・一参15・一参16・一参18・一参19・一参
20・一参21・一参22・一参23・一参24・一参25・一参26・一参27・一参28・一参29・一参30・一参32・一参33・一参34・一参35・一参37・一参39・一参
42・一参43・一参44・一参45・一参46・一参47・一参48
「紀州陶姿聚成」（山元湖舟写真工芸部）　30一参17
「南紀男山焼」（紀州陶磁研究保存会）　30－004・－005・－006・－008・－009・－016・－025・－027・－029・－032・－033・－034－038・
－039・－040一参36・一参40
「大和文化財保存会収蔵品目録一陶磁器編」（大和文化財保存会）　29－001・－010
「八尾を掘る」（八尾市立歴史民俗資料館）33－023
「館蔵茶器名品図録」（田部美術館）32－007
「備前焼一その流通と時代的特色一」（岡山県立博物館）　33一参01
「時代別古備前名品図録」（桂又三郎著，光美術工芸）33－120
「福岡の陶磁器展」（佐賀県立九州陶磁文化館）　40－016・－020・一参02
「世界のさつま」（黎明館）46－001・－002・－009－015・－022
「筑前国陶高取焼展」（福岡市美術館）　40－002
「久我コレクション九州陶磁」1（福岡県立美術館）　40－013
「筑前の磁器須恵器」（須恵町歴史民俗資料館）40－004・－006・－007・－010・－014・－017・－018・－019・－026
「資料図録4工芸編」2（長崎市立博物館）42－022・－023・－024・－033・－050・一参03一参04・一参09
「肥前崎陽の古陶磁」（つかさコレクション展示館）42－015・－025・－038
汕
国立歴史民俗博物館研究報告　第89集上巻
国産紀年銘土器・陶磁器データ集成
目　次
刊行にあたって
凡例
　
　
　
岩
宮
秋
山
福
栃
埼
東
新
富
石
　
0
1
3
4
5
6
7
9
1
3
5
6
7
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
⊥
　
－
つ
　
1
国産紀年銘土器・陶磁器データ
古代…一…………・…………一…・…………一…・…3
北海道一・・……・一・…一…………・…一・…・一……23
手
城
田
形
島
木
玉
京
潟
山
川
・・ 29
…
33
・・ 55
一 69
・・ 75
・・ 91
・・ 95
・・ 99
・・ 111
・・ 115
・・ 127
井
梨
野
阜
岡
知
重
賀
都
阪
庫
良
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌
福
山
長
岐
静
愛
三
滋
京
大
兵
奈
和
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
・・ 175
一 195
・・ 201
・・ 215
・・ 329
・・ 339
・・ 533
・・ 557
・・ 585
・・ 623
・・ 633
・・ 697
・・ 713
［下巻目次］
1　国産紀年銘土器・陶磁器データ
31鳥取
32　島根
33　岡山
34広島
35　山口
36徳島
37香川
38愛媛
39高知
40福岡
41佐賀
42　長崎
43熊本
44　大分
46鹿児島
47沖縄
皿　国立歴史民俗博物館収蔵国産紀年銘土器・
　陶磁器
1　目録
2　実測図
3　解説［吉岡康暢］
皿　国産紀年銘土器・陶磁器研究
中近世瀬戸・美濃窯の紀年銘資料について
　　　　　　　　　　　　　　　［藤澤良祐］
古丹波の紀年銘について
中世信楽焼の紀年銘資料について
備前焼紀年銘資料の諸問題
紀州男山陶器場について
［大槻　伸］
［松澤　修］
［上西節雄］
［中村貞史］
肥前・有田磁器にみる紀年銘について
　　　　　　　　　　　　　　　［大橋康二］
琉球の近世紀年銘陶器資料について
　　　　　　　　　　　　　　　［池田榮史］
東京国立博物館の紀年銘資料から　［伊藤嘉章］
レ表紙図版二表・鉄柚四耳壷　瀬戸・美濃
　　　　裏・鉄粕四耳壷外底銘文
天正8年銘（国立歴史民俗博物館蔵）
Bulletin　of　the　National　Museum　of　Japanese　History　vol．89・1
Data　Compendium　on　Japanese　Potteries　and　Ceramics　with　Production　Year
Contents：
Preface
Notes　and　Acknowledgement
［1］Data　of　Japanese　Po廿eries　and　Ceramics　with　Production　Year
0
1
3
4
5
6
7
9
1
3
5
6
7
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
Ancient……………・・…・……………・…………………一…・…………・…3
Hokkaido・……・……・………一・……・………・……・…・………一一…23
1wate－………・・・………・…・……・……………一………一………・…・…29
Miyagi………・・…・・…一…………・“…”………’”…”………’’’’’”33
Akita……・………・・…………・……・……………・・・………………・・…・……・55
Yamagata…………・一一………’…’…’”……’…………’’’”69
Fukushima…一…・…………一…・……・……一…・……………－75
Tochigi・・…………’…一’・……”…’…’………’……”…………’……”…91
Saitama・………………・…………………………・・………・………………95
Tokyo……………一・・…”・“…………’……………’…’”……’…”…’…’“99
Niigata………’…’………………’”…’…’…………’……’’”………”…111
Toyama…一一’“…”““…’’”………’……………’……’’”“…115
1Shikawa………・…………一一・…………………・……………一・・127
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
Fukui…・…・・………・…・…………・…・……………・…・・………一…一…175
Yamanashi－・…………………………・……………一・・……………195
Nagano……………’…’……………”…’”……”…’……’……………”201
Gifu…………一・・………・・・・……・・…・……………・……一・………・……・215
Shizuoka……………一・……一…一…・……・………一・……・……・329
Aichi・…………・…………・……・…・…・…………・…・…・・……………・・…・339
Mie…・…………・・……………一・…一……………………………・……・533
Shiga……………’”………………’…’…’…………”…’……………”…’557
Kyoto…”…………’…’………’……’……’’’’’”…’…’…’…………’…’““585
0saka…一・………………・………・……・・……………………………・…623
HyogO’………………’……’’’”……’’’”…’’”…………’……’’”………633
Nara………・…・……………………・・…………一…・…・・……………・…－697
Wakayama－一…・’’’’”…’’’”“…’…………’’’’”“…’713
［Contellts　of　vol．89－2］
［1］Data　of　Japanese　Potteries　and　Ceramics　with　Production　Year
－
り
∠
3
刀
「
亡
0
6
3
つ
」
3
3
3
3
Tottori
Shimane
Okayama
Hiroshima
Yamaguchi
Tokushima
7
8
∩
」
0
1
ー
（
∠
う
0
3
3
4
4
4
Kagawa
Ehime
Kochi
Fukuoka
Saga
Nagasaki
43　Kumamoto
44　0ita
46　Kagoshima
47　0kinawa
［皿］Research　on　Japanese　Po廿eries　and　Ceramics　with　Production　Year
FUJISAWA　Ryosuke
OTSUKI　Shin
MATSUZAWA　Osamu
UENISHI　Setsuo
NAKAMURA　Sadafumi
OHASHI　Koji
IKEDA　Eishi
ITO　Yoshiaki
Pr◎duction　Year　Data　on　Medieval　Seto　and　Mino　Ceramics
Production　Year　on　Ko－Tanba　Potteries
Pr◎duction　Year　Data　on　Medieval　Shigaraki　Ceramics
Sublects　on　the　Materials　of　Bizen　Potteries　with　Production　Year
On　the　Sites　of　Ceramic　Production　at　Otokoyama　in　Kishu
Production　Year　on　Hizen　and　Arita　Porcelains
Pr◎duction　Year　Data　on　Ryukyu　Ceramics　in　Recent　Centuries
Data　on　Potteries　and　Ceramics　in　the　Collection　of　Tokyo　National　Museum
［皿］The　Collection　o伺apanese　Po廿eries　and　Ceramics　with　Production　Year　in　the　National　Museum　of
　　　Japanese　History
1．List　of　Japanese　Potteries　and　Ceramics　with　Production　Year
2．Drawing　of　Japanese　Potteries　and　Ceramics　with　Production　Year
3．YOSHIOKA　Yasunobu　　　Explanatory　Notes　on　Japanese　Potteries　and　Ceramics　with　Production　Year
国産紀年銘土器・陶磁器データ1
［国立歴史民俗博物館研究報告編集委員会］
館外委員（五十音順）
　木村茂光　東京学芸大学教育学部
　坂本　満　聖徳大学人文学部
　平山和彦　筑波大学歴史・人類学系
　廣瀬和雄　奈良女子大学文学部
館内委員
永嶋正春
小島道裕
設楽博己
比嘉政夫
篠原　徹
情報資料研究部
歴史研究部
考古研究部
民俗研究部（編集委員長）
民俗研究部（研究委員長）
国立歴史民俗博物館研究報告　第89集上巻
　　吉岡康暢・高橋照彦・村木二郎編
　　　　　　　　　●
　　平成13年（2001）3月30日　第1版第1刷発行
　　　　　　　（非売品）
　　　　　　　　　発行所
　　　　　　　　　●
　　　　　国立歴史民俗博物館
〒285－8502千葉県佐倉市城内町117廿043－486－0123（代）
　　　　　　　　印刷・製本所
　　　　　　　　　●
　　　　　　凸版印刷株式会社
〒112－8531東京都文京区水道1－3－3　呑0含5840－3111（代）
◎国立歴史民俗博物館　2001
Bu　et’n
the
o
f
O
Nat’ona
Japanese　H’story
Data　Compendium　on　Japanese　Potteries　and　Ceramics
with　Production　Ybar　Book　I
Edited　by　YOSHIOKA　Yasunobu，　TAKAHASHI　Tbruhiko　and　MURAKI　Jiro
［1］D。t。・f脚an・・e　P・tt・・ies・nd　C・・ami・・with　P・・du・ti・噛・・（A・・i・nt，　H・幻・aid・－W泳・y・m・）
lSSN　O286－7400
　　　／／
